
旭山動物園総合事務所整備事業基本計画書 概要版

機能性・安全性・将来性・環境配慮を統合し、人と動物の力を最大限に発揮で
きる旭山動物園らしい先端型総合事務所を計画します。

1.整備方針 平屋構成を活かし、ワンルーム化した執務空間による交流促進と、外部直結動線および
可変性のある諸室計画により、感染症対策と将来対応性を両立する計画とします。
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事務室（管理）

134㎡

機械室

52㎡

会議室

78㎡

フリースペース兼書庫

145㎡

事務室（飼育）

135㎡

（給湯スペース）

廊下
21㎡

玄関
9㎡

応接室

37㎡

トイレ・シャワー室

39㎡
機械室

8㎡

通信   19㎡

FL+1620

HWC
6㎡

玄 関   ◁東出入口
西出入口▷

ア：通り抜け通路

FL+1620

FL+1620

多目的室
74㎡

FL+0

FL+3960FL+1620

洗濯室  更衣室(1)  廊下  更衣室(2) 

13㎡ 17㎡ 8㎡ 17㎡
園舎から近い位置に飼育共用・

飼育執務室などを配置し、

スタッフ様の快適性に配慮した。

既存事務所を解体せず、建設を行うことで、

仮設事務所が不要な計画とした。

既存事務所位置は、将来の増築想定エリア

として活用することも可能。

土工事を極力設けないような配置。

多目的室と、動物図書館、

動物資料展示館とも連携が

可能な配置。

来場者動線から近接した位置に

多目的室を設けた。

X4 X5 X6 X7 X8 X9

感染症対策として、外からの

独立した出入り口を設けた。

計画条件を踏まえ、２階以下、1,000㎡以下の建物を前提として、
以下の配置および階数の検討を行いました。
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公示  契約 試運転検査

引越し

準備工事

電力･通信切替工事（仮設） 電力･通信切替工事

通信回線切替

排水･給水切替工事

外構

掘削

駐車場整備

契約

申請

契約

R８年度

解体

杭施工 木造軸組み 設備・内装

R10年度 R11年度 R12年度

冬季休業期間

杭制作 基礎躯体 屋根・防水・外装

R９年度

積算

実施設計

基本設計

工事期間  C案：24ヶ月(冬季休業あり) 解体、外構整備（５か月）C案：24ヶ月(冬季休 設計期間：22ヶ月

引越し

案名 既存建替案 2階建案 平屋案

案の特徴 既存の飼育事務所棟の位置で建替えを行う計画
既存の飼育事務所棟をよけた西側斜面に２階建て

の新事務所を建設する

既存の飼育事務所棟をよけた西側斜面に平屋を新

築する計画

職員のコミュニ

ケーション

〇 〇 ◎

飼育事務所と管理事務員が同一のフロアにあるた

め、コミュニケーションが発生しやすい。

快適性と、コミュニケーションの誘発を両立した

ユニークな執務空間が実現可能。

飼育事務所と管理事務所だけでなく、コミュニ

ケーションエリアや多目的室も同一フロアにあ

り、最もコミュニケーションが活性化しやすい

可変性

〇 △ ◎

階で分断されないため、将来の変更・拡張に最も

柔軟に対応ができる。

動線計画

〇 〇 〇

来客者動線側から、車両を停めることができる。
駐車場を東面に配置することで、建屋を来園者動

線に近づけて建てることができる。

駐車場を東面に配置することで、建屋を来園者動

線に近づけて建てることができる。

工事計画

△ ◎ 〇

崖地部分で土地造成・擁壁・土留工事が発生す

る。

土地造成・擁壁・土留工事を最小限に抑えること

ができる。
一部、土地造成等が必要となる。

工期

× 〇 〇

仮設事務所の建設、既存事務所の解体を行う必要

がある。

仮設事務所の建設、既存事務所の解体を行う必要

がない。

仮設事務所の建設、既存事務所の解体を行う必要

がない。

引越し、移転計画

× 〇 〇

飼育事務員は引越しを２回行う必要がある(仮設事

務所への引越しと、新築建物への引越し)。

引越しは１度でよい。守衛室について、移転が必

要となる。

引越しは１度でよい。守衛室について、移転が必

要となる。

コスト

× 〇 〇

仮設事務所の建設費用が発生する。

土地の造成などのコストもかかる。

仮設事務所の建設費用が発生しない。

土地の造成が少ない。

仮設事務所の建設費用が発生しない。

エレベーター、階段等のコストがかからない。

採用

①   事務所は、「後方機能」ではなく、「先端施設」として計画します。

スタッフが快適に過ごすことができる空間を作ることで、力をさらに発揮でき、ひいては動物たち、来園者の幸福度を高められる執務室をつくります。

②   「行動展示」に代表されるような、旭山動物園らしい人間の能力や行動、感性を発揮できる環境を構築します。

③   環境保全を発信される旭山動物園にふさわしい、建物のあり方で環境保全を発信できる計画とします。

④   設計の要所において、職員に意見を求め、集まった意見を踏まえた計画を行います。

現状と課題及び総合事務所整備の必要性を踏まえ、総合事務所整備の基本方針を次のように設定します。

①  機能性  ：  事務所本来としての機能を高め、業務の効率化を図ります

②  安定性  ：  災害や事故、故障に強い事務所を目指します

③  将来性  ：  将来の施設改修や設備の更新時に有利な事務所を目指します

④ 環境への配慮  ：  環境負荷低減の象徴となるような取り組みを行う建物を目指します

5.工法・施工計画

1階平面図

→執務室に多数耐震壁を設けな
いといけない。

木耐震壁  t＝200 鉄筋コンクリート耐震壁
t＝200

木架構＋RC耐震壁案

→執務室に耐震壁はなし。

採用

施工・工程検討を行い、平屋案が2階建案より有利であると考えます。

来場

に多

を踏まえ、２階以下、1000㎡以下の建物を前提として、
置および階数の検討を行いました。

2階建て案 平屋案

採用

して計画します。

ことで、力をさらに発揮でき、ひいては動物たち、来園者の幸福度を高められる執務室をつくります

しい人間の能力や行動、感性を発揮できる環境を構築します。

建物のあり方で環境保全を発信できる計画とします。

った意見を踏まえた計画を行います。

ような取り組みを行う建物を目指します
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西出入口▷

Y2

園舎から近い位置に飼育共用・

飼 育 執 務 室 な ど を 配 置 し 、 ス タ   
Y1

ッフ様の快適性に配慮した。

多目的室と、動物

Y7 連携が可能な配置

来場者動線から近接した位置

に多目的室を設けた。

設けた。

000㎡以下の建物を前提として、
行いました。

平屋案

採用

きる環境を構築します。

計画とします。

木架構＋木耐震壁案

目指すべきゴール

平屋案の場合(冬季休業あり、杭基礎想定)

給湯スペースをオープン化することで、

仕事の合間に人が集まりやすくなり、

部署を越えた自然な会話が生まれることを意図した。

いすゞ エルフ 2t 平ボディ

ハイキャブ ロング 程度の車両が

敷地内に一時停車できるように

ゲート位置を配置

外のスロープから段差なしで入ることができる廊下を設けた。

木材を積極的に活用しつつ、将来の柔軟性を確保するため一部にRC耐震壁を配置し、部材の適材適
所を徹底した計画とします。

2.配置および階数検討

3.配置および平面計画

4.構造計画
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